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Sparfloxacinの 臨 床 的 検 討

林 嘉 光 ・山 本 和 英 ・山 田保 夫 ・武 内俊 彦

名古屋市立大学第一内科*

Sparfloxacinを 急性気管支炎4例,肺 炎3例,慢 性 気道 感染症 の急性 増悪2例(び まん性汎細

気管支炎1例,気 管支拡張症1例),肺 結核症1例 の計10例 に投与 した。臨床効果は肺結核 と診断

した1例 を除 く9例 で検討 した。 著効1例,有 効3例,や や有効5例 であった。副作用と して光線

過敏症が1例 にみ られ入院 を必 要 と したが本剤 中止後改善 した。検査値 異常 と してGOT, GPT

の上昇が2例 にみ られ たが本剤投 与中止後軽快 した。
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Sparfloxacinは 大 日本製薬(株)総合研究所 で開 発 され

た,グ ラム陽性球 菌,グ ラム陰性桿菌,ブ ドウ糖非発酵

菌,嫌 気性菌,レ ジオ ネラ,マ イ コプラズマ,ク ラ ミジ

ア,結 核菌,非 定 型抗酸菌 などに広 く抗菌 力を持つ経口

用ピリドンカルボ ン酸系抗菌剤である1)。 今回私たちは

sparfloxacinに つ いて臨 床 的 に検討 したの で報 告 す

る。

臨床的検討 と して各種 呼吸器感染症10例 にsparflo-

xacinを 投与 し,臨 床効 果,細 菌学的効果,副 作用につ

いて検討 した。対象症例は1989年3月 か ら1989年6月

までに名古屋市立大学第一内科 を受診 し,試 験参加 の同

意を得た10症 例である。男性3例,女 性7例 で年齢 は

32～75歳(平 均52歳)で ある。疾患の 内訳 は急性気管

支炎4例,肺 炎3例,慢 性気道 感染症 の急性増 悪2例

(びまん性汎細気管支炎1例,気 管支拡張症1例),肺 結

核症1例 の計10例 に投与 した。全症例 を効果判定,副

作用,臨 床検査値検討の対 象と した。投与量,投 与方法

はsparfloxacinを1回150mg,1日2回 経 口投 与 と

し,投 与 日数 は6～15日(平 均9日)で あ った。総 投

与量は1.89か ら4.59(平 均2.69)で あ った。

効果判定 は臨床効果 と細 菌学的 効果にわ けて検討 し

た。臨床効 果は体温,咳 嗽,喀 痰量 およ び性状,胸 部

X線 像,白 血球数,CRP,赤 沈値 などの改善を指標 と

して,次 のような基準によ り各主治医が判定 した。著効

(excellent)は 本剤投 与後7日 以 内に自他覚所 見の著 し

い改善が み られた もの,有 効(good)は 本 剤投与後7

日以内に自他覚所見の明 らかな改善がみ られた もの,や

や有効(fair)は 本剤投 与後7日 以内に自他覚所 見の軽

度の改善が み られ た もの,無 効(poor)は 本剤投 与後

7日 以内 に自他覚 所見の改善がみ られなか った もの,判

定 不 能(unknown)は 臨 床 効 果 を 判 定 で き な い もの と

した。

細 菌 学 的効 果 は臨 床 検 体 か ら分 離 した 菌 の動 向 よ り消

失(eradicated),減 少(decreased),菌 交 代(re-

placed),不 変(unchanged),不 明(unknown)と 判

定 した。

臨 床 効 果(Table 1)は 本 剤 投 与 開 始 後 に 肺 結 核 と

診 断 した1例 を 除 く9例 で 検 討 した。 急 性 気 管 支 炎4例

で は,有 効1例,や や 有 効3例,肺 炎 の3例 は 著 効1

例,有 効1例,や や 有効1例 で あ った。 慢 性 気 道 感 染症

の 急性 増 悪2例 で は 有効1例,や や有 効1例 で あ った。

全 体 で は著 効1例,有 効3例,や や有 効5例 で あ った。

細 菌 学 的 効 果(Table 1)は 全 例 で 起 炎 菌 不 明 の た め

判定 不 能 で あ った。

Sparfloxacinが 原 因 と考 え られ る 自覚 的 な 副 作 用 は

光 線 過 敏 症 が1例(case 6)に み られ 入院 加 療 を必 要 と

したが,本 剤 中止 後,遮 光 と局所 の 冷 却 に て 改 善 した。

臨 床 検 査 値 異 常 と し てGOT, GPTの 上 昇 が2例

(case 5, 9)に み られ た が 本 剤 投 与 中 止 後 軽 快 し た

(Table 1, 2)。

代 表 例 の 紹 介

Case 5 61歳 男性 肺 炎

15日 前 よ り感 冒症 状 が あ り,5日 前 よ り38℃ 台 の 発

熱,咳 嗽 が あ り,当 科 を 受 診 した 。 胸 部X線 で 右 下 肺

野 に 浸 潤影 が み られ,肺 炎 の診 断 が な され た。 本剤 を1

回150mg,1日2回 投 与 した。 投 与2日 目 に は解 熱

し,受 診 時 白 血 球 数9900/mm3,CRP 7.5で あ っ た

が,7日 目に は5500/mm3, CRP 0.3以 下 とな った 。

咳 噺 も改 善 し肺 炎 陰 影 も消 失 した こ とか ら臨床 効果 は著

効 と し た。 総 投 与 量 は2100mgで あ っ た。 本 剤投 与 に
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Table 1. Results of clinical trials with sparfloxacin

Table 2. Laboratory findings before and after administration of sparfloxacin

よる自覚的副作用 は認あ なか った。投与 中に一 時的 に

GOT, GPTの 上 昇が み られ たが,投 与終 了 後 に は

GOTは 正常値 とな りGPTは 改善傾向がみ られ た。
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CLINICAL STUDIES ON SPARFLOXACIN 

Yoshimitsu Hayashi, Kazuhide Yamamoto, 
Yasuo Yamada and Toshihiko Takeuchi 

First Department of Internal Medicine, School of Medicine, Nagoya City Univorsity 
1 Kawasumi, Mizuho-cho, Mizuho-ku, Nagoya 467, Japan

Sparfloxacin was administered to a total of 10 patients, 4 with acute bronchitis, 3 with 

pneumonia, 2 with acute exacerbation of chronic respiratory tract infections (1 each with diffuse 

panbronchiolitis and bronchiectasis) and 1 with tuberculous infection. 
The clinical efficacy was evaluated for all cases except the 1 case with tuberculous infection. 

The clinical response was excellent in 1, good in 3 and fair in 5 cases. One patient had 

photosensitivity, but recovered from the side effect upon withdrawal of the agent after being 
hospitalized. Clinical laboratory testing revealed elevated values in GOT and GPT in two cases.


